
1５－１５－

１５ 単位量あたりの大きさ

(１) 単位量あたりの大きさ

基本の確かめ

面積も人数も違うときのこみ具合いを調べる方法を考えよう。

３台のエレベーターの面積と１

乗っている人数は，右の図の通りです。

①１号機と２号機では，どちらがこんでいるでしょう。

号機

号機②２号機と３号機では，どちらがこんでいるでしょう。

③１号機と３号機では，人数も面積もちがっています。

， 。 。どちらがこんでいるか 太郎君と花子さんは次のように考えました 比べ方を考えましょう

［太郎君 ：１ｍ あたりの人数で比べる。］ ２

（１号機）… ÷ １８ ＝

（３号機）… ÷ ＝ だから 号機が

。こんでいる
［花子さん ：１人あたりの面積で比べる。］

（１号機）… ÷ ６ ＝

（３号機）… ÷ ＝ だから 号機が

。こんでいる

面積も人数も違うときのこみ具合いを比べるには，

あたりの人数や１人あたりの面積で考えていけばよい。1m2

ｴﾚﾍﾞｰﾀ 人数(人) 面積(㎡)

１号機 １８ ６

２号機 １６ ６

３号機 １６ ４



2５－１５－

ステップ１

２ 学校の花だんにチューリップの球根を植えています。

７mの花だんには28こ植え，12m の花壇には60こ植えました。2 2

どちらの花だんのほうがこんでいるでしょう。

①１m あたりの球根の個数で比べる。2

(式) (答) のほうが

こんでいる

②１個あたりの面積で比べる。

(式) (答) のほうが

こんでいる

ステップ２

３ 岐阜市と京都市の人口と面積は次のようになっています。

岐阜市と京都市の，人のこみぐあいを比べましょう。

１
答えは の位を四捨五入して，整数で求めましょう。

10

① １ あたり平均何人の人が住んでいるか求めて，比べましょう。km ２

［岐阜市］… ４２００００ ÷ ＝ (人)

［京都市］… ÷ ＝ (人)

だから， 市のほうが，こんでいるといえます。

② このように，１ あたりの人口を といいます。km ２ 人口密度

国や都道府県などの人のこみぐあいは人口密度で表します。

人口(万人) 面積(km )
２

４２ ２０３岐阜市

１４７ ８２７京都市



3５－１５－

ステップ３

４ こみぐあいで，１mあたりの数量や１人あたりの面積で比べられるような問題を作りましょう。2

基本の確かめ

どちらが燃費がよいか比べる方法を考えよう。

 ５ お父さんの自動車は40Ｌのガソリンで480km走り，

 お兄さんの自動車は25Ｌのガソリンで310km走りました。

ガソリンの使用量のわりに，走る道のりが長いのは，どちらの自動車でしょう。

①１Ｌあたりの走る道のりを比べましょう。

［父］ ÷ ４０ ＝ ( )km

［兄］ ÷ ＝ ( )km

だから， の車の方が，燃費がよい。

南小学校の130㎡の東の畑からは793kg，６

90㎡の西の畑からは，531kgのじゃがいもがとれました。

どちらの畑の方がよくとれたといえるでしょう。

(式) (答)

の方がよくとれた。

 人口密度，１Ｌあたりの走る道のり，１㎡あたりのとれ高などをを という。単位量あたりの大きさ

燃費や取れ高を比べるには，１ あたりに走る道のりや１㎡あたりにとれた重さを考えていけばよい。Ｌ



4５－１５－

ステップ１

１ダース840円のえん筆と，５本で400円のえん筆では，１本あたりどちらが安いといえるでしょう。７

(式) (答)

の方が安い。

ステップ２

８ 長さが３ｍで195円のリボンがあります。このリボン20ｍの代金はいくらでしょう。

①数直線をかいてみましょう。

②式を書いて答えを求めましょう。

(式) (答)

円

９ 160円で４ｍ買えるリボンがあります。このリボンを何ｍか買ったら，代金は360円でした。

リボンを何ｍ買ったでしょう。

①数直線をかいてみましょう。

②式を書いて答えを求めましょう。

(式) (答)

ｍ



5５－１５－

10 2.5Ｌのガソリンで，150km走るオートバイがあります。

12Ｌのガソリンでは何 走れるでしょう。km

①数直線をかいてみましょう。

②式を書いて答えを求めましょう。

(式) (答)

km

ステップ３

11 ８，９，10のような問題を自分で作って解いてみましょう。

【作った問題】

【自分で解いてみると】

①数直線をかいてみましょう。

②式を書いて答えを求めましょう。

(式) (答)



6５－１５－

１５ 単位量あたりの大きさ 答えのページ

(１) 単位量あたりの大きさ

基本の確かめ

面積も人数も違うときのこみ具合いを調べる方法を考えよう。

３台のエレベーターの面積と１

乗っている人数は，右の図の通りです。

①１号機と２号機では，どちらがこんでいるでしょう。

１ 号機

３ 号機②２号機と３号機では，どちらがこんでいるでしょう。

③１号機と３号機では，人数も面積もちがっています。

， 。 。どちらがこんでいるか 太郎君と花子さんは次のように考えました 比べ方を考えましょう

［太郎君 ：１ｍ あたりの人数で比べる。］ ２

（１号機）… ６ ÷ １８ ＝ …0.333

（３号機）… ４ ÷ １６ ＝ だから １ 号機が0.25

。こんでいる
［花子さん ：１人あたりの面積で比べる。］

（１号機）… １８ ÷ ６ ＝ ３

（３号機）… １６ ÷ ４ ＝ ４ だから １ 号機が

。こんでいる

面積も人数も違うときのこみ具合いを比べるには，

あたりの人数や１人あたりの面積で考えていけばよい。1m2

ｴﾚﾍﾞｰﾀ 人数(人) 面積(㎡)

１号機 １８ ６

２号機 １６ ６

３号機 １６ ４



7５－１５－

ステップ１

２ 学校の花だんにチューリップの球根を植えています。

７mの花だんには28こ植え，12m の花壇には60こ植えました。2 2

どちらの花だんのほうがこんでいるでしょう。

①１m あたりの球根の個数で比べる。2

・ ÷７＝４28
(式) ・ ÷ ＝５ (答) 12m の花壇 のほうが60 12 2

こんでいる

②１個あたりの面積で比べる。

28 0.25・７÷ ＝

(式) ・ ÷ ＝ (答) 12m の花壇 のほうが12 60 0.2 2

こんでいる

ステップ２

３ 岐阜市と京都市の人口と面積は次のようになっています。

岐阜市と京都市の，人のこみぐあいを比べましょう。

１
答えは の位を四捨五入して，整数で求めましょう。

10

① １ あたり平均何人の人が住んでいるか求めて，比べましょう。km ２

［岐阜市］… ４２００００ ÷ ２０３ ＝ ２０６９ (人)

［京都市］… １４７００００ ÷ ８２７ ＝ １７７８ (人)

だから， 岐阜 市のほうが，こんでいるといえます。

② このように，１ あたりの人口を といいます。km ２ 人口密度

国や都道府県などの人のこみぐあいは人口密度で表します。

人口(万人) 面積(km )
２

４２ ２０３岐阜市

１４７ ８２７京都市



8５－１５－

ステップ３

４ こみぐあいで，１mあたりの数量や１人あたりの面積で比べられるような問題を作りましょう。2

略

基本の確かめ

どちらが燃費がよいか比べる方法を考えよう。

 ５ お父さんの自動車は40Ｌのガソリンで480km走り，

 お兄さんの自動車は25Ｌのガソリンで310km走りました。

ガソリンの使用量のわりに，走る道のりが長いのは，どちらの自動車でしょう。

①１Ｌあたりの走る道のりを比べましょう。

［父］ ４８０ ÷ ４０ ＝ １２ ( )km

［兄］ ３１０ ÷ ２５ ＝ １２．４ ( )km

だから， 兄 の車の方が，燃費がよい。

南小学校の130㎡の東の畑からは793kg，６

90㎡の西の畑からは，531kgのじゃがいもがとれました。

どちらの畑の方がよくとれたといえるでしょう。

(式) ・７９３÷１３０＝６．１ (答)
・５３１÷９０ ＝５．９ 東の畑

の方がよくとれた。

 人口密度，１Ｌあたりの走る道のり，１㎡あたりのとれ高などをを という。単位量あたりの大きさ

燃費や取れ高を比べるには，１ あたりに走る道のりや１㎡あたりにとれた重さを考えていけばよい。Ｌ



9５－１５－

ステップ１

１ダース840円のえん筆と，５本で400円のえん筆では，１本あたりどちらが安いといえるでしょう。７

１ダース840円のえん筆(式) ・８４０÷１２＝７０ (答)
・４００÷５＝８０

の方が安い。

ステップ２

８ 長さが３ｍで195円のリボンがあります。このリボン20ｍの代金はいくらでしょう。

①数直線をかいてみましょう。

０ □ （円）195

０ ３ （ｍ）20

②式を書いて答えを求めましょう。

(式) ・１９５÷３＝６５ (答)
・６５×２０＝１３００ １３００

円

９ 160円で４ｍ買えるリボンがあります。このリボンを何ｍか買ったら，代金は360円でした。

リボンを何ｍ買ったでしょう。

①数直線をかいてみましょう。

０ （円）160 360

０ ４ □ （ｍ）

②式を書いて答えを求めましょう。

(式) ・１６０÷４＝４０ (答)
・３６０÷４０＝９ ９

ｍ



10５－１５－

10 2.5Ｌのガソリンで，150km走るオートバイがあります。

12Ｌのガソリンでは何 走れるでしょう。km

①数直線をかいてみましょう。

０ □ （ ）150 km

０ （Ｌ）2.5 12

②式を書いて答えを求めましょう。

(式) ・ ÷ ＝６０ (答)150 2.5
・６０×１２＝７２０ ７２０

km

ステップ３

11 ８，９，10のような問題を自分で作って解いてみましょう。

【作った問題】

略

【自分で解いてみると】

①数直線をかいてみましょう。

略

②式を書いて答えを求めましょう。

(式) 略 (答) 略


